
100

80

60

40

20

0

（%）

15～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50～
54歳

55～
59歳

60～
64歳

65歳
以上

平成17年全国女性
平成17年埼玉県女性
平成17年さいたま市女性
平成12年さいたま市女性（4市計）
平成17年さいたま市男性

女性20歳代
（61人）

女性30歳代
（106人）

女性40歳代
（60人）
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すぐにでも働きたい 将来は働きたい 働くつもりはない わからない
無回答

市民

●男女共同参画のまちづくり施策の推進
●市民及び事業者と連携、恊働して取り組む

●事業活動に関し、目標を推進
●地域社会の一員として施策に協力

市 事業者

●社会のあらゆる分野において目標を推進
●市の取組や活動に参加

男性

女性

男性

女性

男性

女性

身体に対する
暴力を受けた
「身体的暴力」

自分や家族に
危害が加えられる
のではないかと
恐怖を感じた
「精神的暴力」

嫌がっているのに
性的な行為を強要
された「性的暴力」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（%）

何度もあった 1、2度あった まったくない 無回答
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等
を
把
握
し
、「
第
２
次
さ
い
た
ま
市
男
女
共

同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」の
実
施
状
況

を
「
男
女
共
同
参
画
年
次
報
告
書
」
に
ま
と

め
、
公
表
し
ま
す
。

ま
た
、｢

さ
い
た
ま
市
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
づ
く
り
条
例｣

で
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者

の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
担
い
、協
働
し
て
プ
ラ
ン
の
推
進
に
努
め
、男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
理
念
と
重
点
事
項
に
基
づ
き
９
つ
の

目
標
を
定
め
、２
０
４
事
業
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
内
39
項
目（
32
事
業
）に
つ
い
て

は
、
数
値
目
標
を
設
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

そ
し
て
、
毎
年
、
数
値
目
標
の
達
成
状
況

第
２
次
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
市
の

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.saitam

a.jp

ま
た
、
各
区
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

や
、
図
書
館
な
ど
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

は
、
男
女
共
生
推

進
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

●男女共同参画に関する講座・講演会の開催

●審議会等委員への女性の登用促進

●事業所内保育施設推進事業

●NPO・ボランティア等の活動への参加促進

35回
（平成20年度）

35.4%
（平成20年8月）

1か所
（平成20年度末）

371団体
（平成19年度末）

6,254人
（平成19年度）

56回
（平成25年度）

40.0%
（平成25年度末）

16か所
（平成25年度末）

900団体
（平成25年度末）

8,000人
（平成25年度）

第
２
次
プ
ラ
ン
の
詳
細
を
知
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？

＊
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
）

仕
事
と
育
児
・
介
護
な
ど
の
家
庭
生
活
及
び
そ
の
他

の
活
動
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
さ
し
ま
す
。
男
女

が
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
を
選
択

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

＊
Ｍ
字
型
曲
線

日
本
で
15
歳
以
上
の
女
性
の
労
働
力
人
口
比
率
を
年

齢
階
級
別
に
グ
ラ
フ
化
し
た
と
き
に
で
き
る
、
30
代
前

半
を
谷
と
し
、
20
〜
24
歳
、
45
〜
49
歳
が
ふ
た
つ
の
山

に
な
る
曲
線
を
Ｍ
字
型
曲
線
と
い
い
ま
す
。
結
婚
・
出

産
で
退
職
し
、
育
児
後
再
就
職
す
る
い
わ
ゆ
る｢

中
断

再
就
職
型｣

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
と
る
女
性
が
多
い
と
、

Ｍ
字
型
曲
線
が
で
き
ま
す
。

＊
Ｄ
Ｖ
防
止
法
（
配
偶
者
暴
力
防
止
法
）

正
式
名
称
は「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

に
係
る
通
報
、
相
談
、
保
護
、
自
立
支
援
な
ど
の
体

制
を
整
備
し
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
律
で
す
。

仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）＊

の
推
進

女
性
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

根
絶
と
被
害
者
の
自
立
支
援

重
点
事
項 

１

重
点
事
項 

２

重
点
事
項 

３

男
女
が
と
も
に
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
、健
康
で
豊
か
な
生
活
を
お
く
る
た
め

に
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、実
際
に
は
子
育
て
期
に
あ
る
男

性
が
長
時
間
労
働
に
よ
り
、
生
活
時
間

の
確
保
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
女
性
が
家
事
・
子
育
て
、
地

域
活
動
と
多
く
を
担
い
、
希
望
す
る
形

で
働
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
が
と
も
に
自
分
ら
し
い
生
き
方

が
で
き
、
仕
事
と
子
育
て
、
介
護
、
地

域
活
動
、
自
己
啓
発
な
ど
が
両
立
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
支
援
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
が
増

え
て
い
る
一
方
で
、出
産
・
子
育
て
・
介
護

な
ど
の
た
め
、
就
業
を
中
断
す
る
女
性

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
階
級
別

労
働
力
率
を
見
る
と
、
Ｍ
字
型
曲
線
＊

の
底
は
平
成
12
年
よ
り
上
昇
し
た
も
の

の
、依
然
と
し
て
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
女
性
の
再
就
職
や
起
業
、

就
業
を
継
続
す
る
た
め
の「
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
」、
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
参
画

し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
す「
上
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」、
研
究
者
・
技
術
者
な
ど
、

従
来
女
性
が
少
な
か
っ
た
分
野
に
新
た

に
活
躍
の
場
を
広
げ
る
「
横
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
な
ど
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
・

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
被
害
者
の
多
く
は
女
性

で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
男
女
の
社
会
的
地
位

や
経
済
力
の
格
差
な
ど
、
今
日
ま

で
の
社
会
的
、
構
造
的
問
題
が
あ

り
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

に
向
け
て
、
重
点
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
防
止
の
た

め
の
啓
発
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
被
害
者
の
自
立
に
向
け
た
継

続
的
な
支
援
を
行
い
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

男
性
カ
レ
ッ
ジ

再
就
職
準
備
講
座

ポイントは

ココ!

●女性の就労意欲（さいたま市） ●年齢階級別労働力率の推移

●配偶者等からの被害経験

資料：さいたま市男女共同参画に関する市民意識調査（平成19年1月） 資料：国勢調査

資料：さいたま市男女共同参画に関する市民意識調査（平成19年１月）

女性の約5人に1人が身体的暴力を受けたと回答

現状値

現状値

現状値

現状値

現状値

目標値

目標値

目標値

目標値

目標値

➡

➡

➡

➡

➡

3つの重点事項の具体的な内容を教えてください。第
２
次
プ
ラ
ン
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
で
す
か
？

講座年間開催数

講座・講演会
参加者数累計

審議会等における
女性委員の割合

事業所内
保育施設数

市民活動
サポートセンター
利用登録団体数

計画における数値目標（抜粋）

●「DV防止法＊に基づく基本計画」の策定
●若年層への予防・啓発の推進

こんな事業に取り組みます!

●再就職支援のための講座等の開催
●起業家支援事業

●男性のための講座の開催
●事業所内保育施設推進事業

こんな事業に取り組みます!

こんな事業に取り組みます!

特
集

特
集

第
２
次
プ
ラ
ン

第
２
次
プ
ラ
ン
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